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★
何
事
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
心
の
底
か

ら
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
「
あ
り
が
と
う
」

の
感
謝
の
一
言
こ
そ
平
和
へ
の
声
に
聞
こ

え
る
（
渋
谷
）

★
誠
実―

ま
じ
め
で
、
真
心
が
あ
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
誠
実
で
あ
り
た

い
と
思
う
。
（
小
髙
）

★
一
緒
に
遊
ん
で
「
楽
し
い
ね
ー
」
、
一

緒
に
食
べ
て
「
お
い
し
い
ね
ー
」
、
経
験

す
る
こ
と
で
一
つ
ひ
と
つ
が
自
分
の
も
の

に
な
り
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
る
。

（
西
永
）

★
第
四
十
号
？
記
念
号
？
少
し
焦
り
ま
し

た
。
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
大
幅
な
変
更

は
な
し
。
今
回
も
編
集
委
員
の
熱
意
の
こ

も
っ
た
広
報
誌
。
多
く
の
方
に
見
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
（
松
村
）

★
何
度
「
や
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、

部
屋
の
中
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
兄

弟
。
ま
た
今
日
も
。
叱
っ
た
瞬
間
三
人
揃

っ
て
ド
ヤ
顔
（
笑
）
そ
ん
な
息
子
達
の
フ

ァ
ン
一
号
で
す
。
（
小
杉
）

★
先
日
、
大
学
生
の
息
子
と
二
人
で
飲
み

に
行
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、
子
育
て
の
期

間
は
ほ
ん
の
僅
か
。
今
、
こ
の
時
を
幸
せ

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
。
（
三
村
）

★
小
三
の
息
子
に
玉
ね
ぎ
を
買
っ
て
き
て

と
頼
ん
だ
ら
、
産
地
に
悩
み
な
が
ら
も
、

考
え
て
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
成
長

の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
、
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
（
森
下
）

★
今
の
私
の
周
り
に
は
、
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
ら
出
会
う
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ば

か
り
。
日
々
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
は
、
私

を
支
え
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か

ら
だ
と
、
最
近
強
く
思
い
ま
す
。（
対
馬
）

★
小
学
生
の
息
子
は
甘
え
盛
り
で
す
が
、

中
学
生
の
娘
は
も
う
手
も
繋
い
で
く
れ
ま

せ
ん
。
成
長
を
喜
び
つ
つ
も
少
し
寂
し
さ

を
感
じ
て
し
ま
う
。
親
と
は
勝
手
な
も
の

で
す
ね
。
（
呈
）

　
子
ど
も
た
ち
が
次
代
を
担
う
も
の
と
し

て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
心
身
と
も
に

健
全
に
成
長
し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
を

一
人
前
に
育
て
上
げ
る
こ
と
は
、
大
人
た

ち
の
責
務
で
す
。

　
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
で

は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
三
者
が
一
体

と
な
り
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
高
度
に
情
報
化
さ
れ
た
現
代
社
会
に
お

い
て
、「
情
報
の
氾
濫
・
共
有
化
」、「
人
と

の
直
接
的
な
係
わ
り
の
希
薄
化
」
な
ど
、

私
た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
い
環
境
の
中
で
、
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
私
た
ち
大
人
が
深
い
愛
情
を
持
っ
て

接
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
係
わ
り
の
上
に
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
未
来
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
松
村
）
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わ
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わ
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十
月
八
日（
土
）、
小
雨
の
降
る
中
、
加

納
地
区
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
四
十
六
名
の
参
加
者
が
、
今

年
度
は
加
納
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
＆
ゴ
ー

ル
に
、
四
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
巡
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ

た
氷
川
諏
訪
神

社
で
は
、
小
針

領
家
獅
子
舞
保

存
会
の
ご
協
力

に
よ
り
、
四
百
年
続
く
小
針
領
家
さ
さ
ら

獅
子
舞
で
使
用
す
る
獅
子
や
太
鼓
な
ど
の

道
具
を
展
示
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
写
真
撮
影
を
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
舎
人
公
園
、
赤
堀
川
沿
い
を
歩

き
五
町
台
集
会
所
、
後
谷
調
整
池
、
わ
ん

ぱ
く
村
を
巡
り
ま
し
た
。
大
き
な
コ
イ
が

沢
山
い
た
赤
堀
川
、
日
本
の
技
術
力
の
高

さ
を
感
じ
た
新
幹
線
と
圏
央
道
の
立
体
交

差
、
四
百
世
帯
分
も
の
消
費
電
力
を
発
電

し
て
い
る
後
谷
調
整
池
の
太
陽
光
発
電
施

設
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン
ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
。

楽
し
い
「
驚
き
」
と
「
発
見
」
が
あ
り
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
大
満
足
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。（
森
下
）

　
十
月
二
十
二
日（
土
）
、
川
田
谷
地
区
の

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
は
百
十
四
名
の
参
加

者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
過
ぎ
に
農
業
セ
ン
タ
ー
を
ス

タ
ー
ト
し
、
最
初
の
岡
村
会
館
で
は
、
オ

ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
諏
訪
神
社
、
市
場
集
会
所
、
普

門
寺
を
周
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
は
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
ポ

イ
ン
ト
で
は
ヒ
ン
ト
を
元
に
答
え
を
探
し

ま
し
た
。
最
後
の
ル
ー
エ
ハ
イ
ム
で
は
、

ク
イ
ズ
の
答
え
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
い
、

ゴ
ー
ル
の
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
は
あ
い

に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
の
ど
か
な
景

色
と
、
ゴ
ー
ル
で
待
っ
て
い
る
豚
汁
を
楽

し
み
に
、
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　
途
中
で
撮
っ
た
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写
真

は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
間
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
を
し
、
子
ど
も
た
ち
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。（
対
馬
）

　
加
納
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
、
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議

会
の
方
々
、
青
少

年
相
談
員
さ
ん
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
さ
ん
、
地
域
の

皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

☻
加
納
地
区
☻

☻
川
田
谷
地
区
☻
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五
月
十
四
日（
土
）、
桶
川
東
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
桶

川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
議
事
の
前
に
は
、
『
青
少
年
の
ネ

ッ
ト
利
用
の
問
題
点
』
〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
を
中
心
に
〜
と
題
し
て
、
埼
玉

県
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
永
原
敏
明
さ
ん

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
は
、
子
ど
も
を
加
害
者
・

被
害
者
に
し
な
い
た
め
、
親
も
子
ど
も
も

大
変
危
険
な
物
を
使
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
小
髙
）

　
五
月
八
日（
日
）、
晴
れ
渡
る
青
空
の

も
と
、
駅
西
口
公
園
、
桶
川
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
お
け
が
わ
春

の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
共
に
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ

の
お
祭
り
の
趣
旨
と
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
　
が
ん

ば
ろ
う
日
本
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
実
施
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
開
催
直

前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災
地
に

向
け
て
、
災
害
義
援
金
の
募
金
箱
を
全

六
十
三
団
体
の
皆
様
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
数
一
万
七
千
人
。

今
年
も
事
故
な
く
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
渋
谷
）

　
青
少
年
相
談
員
主
催
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

が
八
月
十
三
日（
土
）、
十
四
日（
日
）の
一
泊

二
日
で
秩
父
市
の
橋
立
川
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
班
ご
と
に
夕

食
の
カ
レ
ー
＆
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
の
食
材
争

奪
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
遊
び
や

火
お
こ
し
教
室
、
夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夕
食
作

り
で
は
、
手
に
入
れ
た
食
材
を
使
い
、
各
班

で
協
力
し
て
特
徴
あ
る
美
味
し
い
カ
レ
ー
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
食
＆
昼
食
作
り
に
始
ま
り
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
出
て
、
長
瀞
駅
に
向
か
い
、

宝
登
山
に
登
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
児
童
は

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　思い出 いっぱいだね♪　思い出 いっぱいだね♪

市民まつり非行防止キャンペーン
親子ふれあいウォーク

（川田谷）
親子ふれあ

いウォーク

（加納）

市民大会表彰式 サマーキャン
プ

2016おけがわ春のふれあいフェスタサ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
秩
父

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会

非行防止街頭キャンペーン非行防止街頭キャンペーン

市民まつり
非行防止キャンペーン
市民まつり
非行防止キャンペーン

　７月７日（木）、午後６時から桶川駅周辺で、
非行防止街頭キャンペーンが行われました。夕
方のさわやかな風が吹く中、たくさんの構成団
体が集まり、皆様にリーフレットなどの配布と
ともに非行防止を呼びかけました。

　11月３日（木）、快晴に恵まれた秋空の下、市
民まつりが開催されました。当市民会議構成団
体及び関係者の方々によって、桶川小学校・中
山道にて風船やリーフレットを配布しながら、青
少年非行防止の大切さを訴えました。（小杉）

喫煙NO！飲酒NO！薬物NO！

2016 親子ふれあいウォーク2016 親子ふれあいウォーク
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現
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と

も
に
ネ
ッ
ト
依
存
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど

が
問
題
視
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
講
師
の
安
川
雅
史
先
生
は
全
国
ｗ
ｅ
ｂ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
理
事
長
と
し
て

ネ
ッ
ト
い
じ
め
・
い
じ
め
・
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
の

は
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
さ

れ
た
動
画
で
し
た
。
あ
る
大
学
生
が
サ
ー

ク
ル
仲
間
と
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
ア
ッ
プ
し

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
後
に
大

変
な
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
だ
れ
が
予
想

で
き
た
で
し
ょ
う
。
自
身
の
就
職
活
動
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
子
の
親
の
会
社
ま
で
特
定
さ
れ
、
苦
情

の
電
話
が
殺
到
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
た
と
え
親
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
た
せ
な
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
が
そ
れ
を
納
得
し
て
い
な
い

場
合
、
安
価
で
簡
単
に
中
古
ス
マ
ホ
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
現

状
を
大
人
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
、
と
先
生
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
食
事
中
や
子
ど
も
と

会
話
を
し
て
い
る
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

全国webカウンセリング協議会 理事長 安川　雅史 氏

「ネット依存、
　ネットいじめの現状」
「ネット依存、
　ネットいじめの現状」

〜家庭の親子での関わり方〜

を
見
て
い
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
し
、
な

ぜ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
が
必
要
な
の
か
を
子
ど
も
が
納
得
す
る

ま
で
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
講
演
の

中
で
、
親
と
子
の
会
話
を
再
現
す
る
場
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
親
の
話
し
方
や
話
の

聞
き
方
で
、
受
け
取
る
側
も
感
じ
方
が
変

わ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
北
海
道
の
父
子
家
庭
に
起

こ
っ
た
悲
劇
や
、
何
気
な
い
意
地
悪
、
さ

ら
に
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
よ
る
無
視
な
ど

に
よ
っ
て
傷
つ
き
自
殺
を
図
っ
た
少
女
の

話
な
ど
様
々
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
子

ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な

い
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
が
「
自
分
が
さ

れ
て
嫌
な
こ
と
は
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」

「
身
近
に
い
て
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
る

人
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
教
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の

話
を
広
め
る
こ
と
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
、
学
校
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
自

覚
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン

も
送
信
す
る
前
に
一
度
読
み
返
す
。
返
信

が
な
く
て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
。
一
度
流

し
た
情
報
を
削
除
す
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
（
西
永
）

4

コンクールの入選者が表彰されましたコンクールの入選者が表彰されました

5

桶川市青少年健全育成市民大会

青少年育成功労賞、作文・ポスター青少年育成功労賞、作文・ポスター 市民大会にて講演会が行われました市民大会にて講演会が行われました

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

桶
川
東
小
学
校
六
年

　佐
久
間
姫
花

自
分
よ
り
人
の
た
め
に

加
納
小
学
校
五
年

　
野
さ
く
ら

わ
た
し
の
周
り
の
友
達

加
納
小
学
校
四
年

　小
坂

　鞠
亜

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
行
う

桶
川
中
学
校
一
年

　西
田

　実
里

私
た
ち
の
主
張

加
納
中
学
校
二
年

　内
山

　愛
華

二
年
生
に
な
っ
て
意
識
し
て
い
く
こ
と

桶
川
西
中
学
校
二
年

　菊
池

　美
凪

優 

良 

賞

X

X

X

X

講  評

ポスターコンクール

　作文は、未来の自分や社会について、様々な角度からしっか
りと見つめている内容がとてもよく書かれていました。どの作
品もはっとさせられたり、頼もしく思ったりと、感じることの多
いものでした。
　ポスターは、家族の良さや、その温かさなどを感じた瞬間が、
素晴しい工夫を凝らして表現されており、その発想にとても
感心しました。
　皆様の考えや思いは、みずみずしい感性によってしっかりと
文章や絵で表され、沢山の人たちに伝わりました。（呈）

優 秀 賞 作 品 U U
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h
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h
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h
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子
ど
も
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　市民大会当日の市民会議表
彰では、「青少年育成功労
賞」として、青少年の育成に
顕著な功績のあった個人や団
体の皆様を表彰しました。　
また、市内小・中学校の児
童・生徒が夏休みに取り組ん
だ「私たちの主張」作文コン
クールでは613点、「家庭の
日」ポスターコンクールでは
219点の応募がありました。
それぞれ優秀賞６点、優良賞
６点の入賞者の表彰も行いま
した。表彰された皆様や作品
を紹介します。（敬称略）

●
個
人
の
部
　
　
　
　
　

桶
川
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
笠
原
一
隆

（
社
）桶
川
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
橋

　忠
史

鴻
巣
地
区
保
護
司
会
桶
川
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　塩
澤

　紀
子

桶
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　柿
沼
ゆ
き
子

桶
川
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　笹
倉

　玲
子

桶
川
合
気
道
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　姫
野

　忠
正

桶
川
レ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　彰
二

桶
川
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
鷹

　雅
則

桶
川
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岩
田

　真
澄

桶
川
東
J
V
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　元
場

　博
之

桶
川
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
本

　洋
子

桶
川
レ
グ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
川

　善
則

桶
川
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
野

　
　創

●
団
体
の
部

桶
川
市
体
育
協
会
川
田
谷
支
部

bb
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R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
R
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R
R
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R
R
R
R
R
R
R
R
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青少年育成功労賞表彰 「私たちの主張」作文コンクール入選者

　家
族
み
ん
な
で
お
夕
飯

日
出
谷
小
学
校
四
年

　矢
澤

　史
哉

わ
た
し
の
家
族

桶
川
西
小
学
校
六
年

　門
崎

　悠
希

浴
衣
で
お
祭
り桶

川
小
学
校
六
年

　水
野

　寧
々

家
族
旅
行

桶
川
中
学
校
二
年

　久
保

　彩
美

笑
顔
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

大
切
な
家
族桶

川
西
中
学
校
三
年

　深
谷

　晏
里

家
族
で
ぶ
ど
う
狩
り

桶
川
小
学
校
六
年

　倉
持

　
　結

思
い
出
に
残
っ
た
夏
休
み

桶
川
小
学
校
六
年

　野
田

　紗
永

家
族
で
動
物
園

桶
川
小
学
校
六
年

　平
原

　愛
菜

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

桶
川
東
中
学
校
一
年

　吉
田

　陽
菜

野
原
の
中
の
仲
良
し
家
族

桶
川
西
中
学
校
一
年

　関

　奈
那
海

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

桶
川
東
中
学
校
三
年

　小
川
さ
ら
紗

優 

秀 

賞

優 

良 

賞

　
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
、
青
少
年
育
成

埼
玉
県
民
会
議
発
足
五
十
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
お
い
て
、
平
成
二

十
八
年
度
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
表
彰

が
行
わ
れ
、
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
が
団
体
と
し
て
青
少
年
育
成
功
労
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
よ
り
表
彰

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
よ
り
表
彰

「
家
族
旅
行
」

桶
川
中
学
校
二
年

　久
保

　彩
美

「
家
族
み
ん
な
で
お
夕
飯
」

日
出
谷
小
学
校
四
年

　矢
澤

　史
哉

「
笑
顔
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

「
わ
た
し
の
家
族
」

桶
川
西
小
学
校
六
年

　門
崎

　悠
希

「
浴
衣
で
お
祭
り
」

桶
川
小
学
校
六
年

　水
野

　寧
々

「大切な家族」
桶川西中学校三年　深谷　晏里

hhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhh

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）、
桶

川
東
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
十

九
回
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
大
会
で
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
を

目
的
と
し
た
様
々
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
に
続
き
、
第
一
部
「
ネ
ッ
ト
依
存
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
現
状
」
〜
家
庭
の
親
子
で

の
関
わ
り
方
〜
と
題
し
て
、
全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
の
安
川
雅
史
理
事
長

よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
青
少
年
育
成
功
労
賞
」
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
真
摯
に
書
き
上
げ
た
「
私
た

ち
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
「
家
庭

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
の
後
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
の
朗
読
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
（
三
村
）

第
二
十
九
回

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

「家庭の日」ポスターコンクール入選者

　差
別
の
な
い
み
ん
な
仲
良
し
な
世
の
中
へ

加
納
小
学
校
六
年

　栗
原
美
百
合

な
ぜ
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

桶
川
小
学
校
六
年

　山
口

　心
海

未
来
の
町
が
豊
か
に
な
る
に
は

桶
川
東
小
学
校
五
年

　星

　
　漣
音

未
来
に
つ
な
げ
る

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

日
常
の
中
に
あ
る
大
切
な
も
の

加
納
中
学
校
三
年

　石
岡

　実
穂

今
の
私
は
。桶

川
中
学
校
二
年

　畠
山

　莉
子

優 

秀 

賞
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★
何
事
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
心
の
底
か

ら
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
「
あ
り
が
と
う
」

の
感
謝
の
一
言
こ
そ
平
和
へ
の
声
に
聞
こ

え
る
（
渋
谷
）

★
誠
実―

ま
じ
め
で
、
真
心
が
あ
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
誠
実
で
あ
り
た

い
と
思
う
。
（
小
髙
）

★
一
緒
に
遊
ん
で
「
楽
し
い
ね
ー
」
、
一

緒
に
食
べ
て
「
お
い
し
い
ね
ー
」
、
経
験

す
る
こ
と
で
一
つ
ひ
と
つ
が
自
分
の
も
の

に
な
り
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
る
。

（
西
永
）

★
第
四
十
号
？
記
念
号
？
少
し
焦
り
ま
し

た
。
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
大
幅
な
変
更

は
な
し
。
今
回
も
編
集
委
員
の
熱
意
の
こ

も
っ
た
広
報
誌
。
多
く
の
方
に
見
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
（
松
村
）

★
何
度
「
や
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、

部
屋
の
中
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
兄

弟
。
ま
た
今
日
も
。
叱
っ
た
瞬
間
三
人
揃

っ
て
ド
ヤ
顔
（
笑
）
そ
ん
な
息
子
達
の
フ

ァ
ン
一
号
で
す
。
（
小
杉
）

★
先
日
、
大
学
生
の
息
子
と
二
人
で
飲
み

に
行
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、
子
育
て
の
期

間
は
ほ
ん
の
僅
か
。
今
、
こ
の
時
を
幸
せ

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
。
（
三
村
）

★
小
三
の
息
子
に
玉
ね
ぎ
を
買
っ
て
き
て

と
頼
ん
だ
ら
、
産
地
に
悩
み
な
が
ら
も
、

考
え
て
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
成
長

の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
、
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
（
森
下
）

★
今
の
私
の
周
り
に
は
、
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
ら
出
会
う
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ば

か
り
。
日
々
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
は
、
私

を
支
え
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か

ら
だ
と
、
最
近
強
く
思
い
ま
す
。（
対
馬
）

★
小
学
生
の
息
子
は
甘
え
盛
り
で
す
が
、

中
学
生
の
娘
は
も
う
手
も
繋
い
で
く
れ
ま

せ
ん
。
成
長
を
喜
び
つ
つ
も
少
し
寂
し
さ

を
感
じ
て
し
ま
う
。
親
と
は
勝
手
な
も
の

で
す
ね
。
（
呈
）

　
子
ど
も
た
ち
が
次
代
を
担
う
も
の
と
し

て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
心
身
と
も
に

健
全
に
成
長
し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
を

一
人
前
に
育
て
上
げ
る
こ
と
は
、
大
人
た

ち
の
責
務
で
す
。

　
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
で

は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
三
者
が
一
体

と
な
り
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
高
度
に
情
報
化
さ
れ
た
現
代
社
会
に
お

い
て
、「
情
報
の
氾
濫
・
共
有
化
」、「
人
と

の
直
接
的
な
係
わ
り
の
希
薄
化
」
な
ど
、

私
た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
い
環
境
の
中
で
、
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
私
た
ち
大
人
が
深
い
愛
情
を
持
っ
て

接
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
係
わ
り
の
上
に
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
未
来
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
松
村
）
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ひ
ま
わ
り
の

つ
ぶ
や
き

ひ
ま
わ
り
の

つ
ぶ
や
き

　
十
月
八
日（
土
）、
小
雨
の
降
る
中
、
加

納
地
区
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
四
十
六
名
の
参
加
者
が
、
今

年
度
は
加
納
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
＆
ゴ
ー

ル
に
、
四
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
巡
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ

た
氷
川
諏
訪
神

社
で
は
、
小
針

領
家
獅
子
舞
保

存
会
の
ご
協
力

に
よ
り
、
四
百
年
続
く
小
針
領
家
さ
さ
ら

獅
子
舞
で
使
用
す
る
獅
子
や
太
鼓
な
ど
の

道
具
を
展
示
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
写
真
撮
影
を
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
舎
人
公
園
、
赤
堀
川
沿
い
を
歩

き
五
町
台
集
会
所
、
後
谷
調
整
池
、
わ
ん

ぱ
く
村
を
巡
り
ま
し
た
。
大
き
な
コ
イ
が

沢
山
い
た
赤
堀
川
、
日
本
の
技
術
力
の
高

さ
を
感
じ
た
新
幹
線
と
圏
央
道
の
立
体
交

差
、
四
百
世
帯
分
も
の
消
費
電
力
を
発
電

し
て
い
る
後
谷
調
整
池
の
太
陽
光
発
電
施

設
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン
ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
。

楽
し
い
「
驚
き
」
と
「
発
見
」
が
あ
り
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
大
満
足
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。（
森
下
）

　
十
月
二
十
二
日（
土
）
、
川
田
谷
地
区
の

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
は
百
十
四
名
の
参
加

者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
過
ぎ
に
農
業
セ
ン
タ
ー
を
ス

タ
ー
ト
し
、
最
初
の
岡
村
会
館
で
は
、
オ

ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
諏
訪
神
社
、
市
場
集
会
所
、
普

門
寺
を
周
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
は
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
ポ

イ
ン
ト
で
は
ヒ
ン
ト
を
元
に
答
え
を
探
し

ま
し
た
。
最
後
の
ル
ー
エ
ハ
イ
ム
で
は
、

ク
イ
ズ
の
答
え
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
い
、

ゴ
ー
ル
の
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
は
あ
い

に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
の
ど
か
な
景

色
と
、
ゴ
ー
ル
で
待
っ
て
い
る
豚
汁
を
楽

し
み
に
、
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　
途
中
で
撮
っ
た
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写
真

は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
間
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
を
し
、
子
ど
も
た
ち
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。（
対
馬
）

　
加
納
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
、
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議

会
の
方
々
、
青
少

年
相
談
員
さ
ん
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
さ
ん
、
地
域
の

皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

☻
加
納
地
区
☻

☻
川
田
谷
地
区
☻
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桶川市青少年健全育成市民会議年間事業桶川市青少年健全育成市民会議年間事業
　
五
月
十
四
日（
土
）、
桶
川
東
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
桶

川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
議
事
の
前
に
は
、
『
青
少
年
の
ネ

ッ
ト
利
用
の
問
題
点
』
〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
を
中
心
に
〜
と
題
し
て
、
埼
玉

県
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
永
原
敏
明
さ
ん

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
は
、
子
ど
も
を
加
害
者
・

被
害
者
に
し
な
い
た
め
、
親
も
子
ど
も
も

大
変
危
険
な
物
を
使
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
小
髙
）

　
五
月
八
日（
日
）、
晴
れ
渡
る
青
空
の

も
と
、
駅
西
口
公
園
、
桶
川
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
お
け
が
わ
春

の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
共
に
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ

の
お
祭
り
の
趣
旨
と
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
　
が
ん

ば
ろ
う
日
本
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
実
施
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
開
催
直

前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災
地
に

向
け
て
、
災
害
義
援
金
の
募
金
箱
を
全

六
十
三
団
体
の
皆
様
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
数
一
万
七
千
人
。

今
年
も
事
故
な
く
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
渋
谷
）

　
青
少
年
相
談
員
主
催
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

が
八
月
十
三
日（
土
）、
十
四
日（
日
）の
一
泊

二
日
で
秩
父
市
の
橋
立
川
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
班
ご
と
に
夕

食
の
カ
レ
ー
＆
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
の
食
材
争

奪
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
遊
び
や

火
お
こ
し
教
室
、
夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夕
食
作

り
で
は
、
手
に
入
れ
た
食
材
を
使
い
、
各
班

で
協
力
し
て
特
徴
あ
る
美
味
し
い
カ
レ
ー
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
食
＆
昼
食
作
り
に
始
ま
り
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
出
て
、
長
瀞
駅
に
向
か
い
、

宝
登
山
に
登
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
児
童
は

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　思い出 いっぱいだね♪　思い出 いっぱいだね♪

市民まつり非行防止キャンペーン
親子ふれあいウォーク

（川田谷）
親子ふれあ

いウォーク

（加納）

市民大会表彰式 サマーキャン
プ

2016おけがわ春のふれあいフェスタサ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
秩
父

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会

非行防止街頭キャンペーン非行防止街頭キャンペーン

市民まつり
非行防止キャンペーン
市民まつり
非行防止キャンペーン

　７月７日（木）、午後６時から桶川駅周辺で、
非行防止街頭キャンペーンが行われました。夕
方のさわやかな風が吹く中、たくさんの構成団
体が集まり、皆様にリーフレットなどの配布と
ともに非行防止を呼びかけました。

　11月３日（木）、快晴に恵まれた秋空の下、市
民まつりが開催されました。当市民会議構成団
体及び関係者の方々によって、桶川小学校・中
山道にて風船やリーフレットを配布しながら、青
少年非行防止の大切さを訴えました。（小杉）

喫煙NO！飲酒NO！薬物NO！

2016 親子ふれあいウォーク2016 親子ふれあいウォーク
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現
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と

も
に
ネ
ッ
ト
依
存
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど

が
問
題
視
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
講
師
の
安
川
雅
史
先
生
は
全
国
ｗ
ｅ
ｂ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
理
事
長
と
し
て

ネ
ッ
ト
い
じ
め
・
い
じ
め
・
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
の

は
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
さ

れ
た
動
画
で
し
た
。
あ
る
大
学
生
が
サ
ー

ク
ル
仲
間
と
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
ア
ッ
プ
し

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
後
に
大

変
な
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
だ
れ
が
予
想

で
き
た
で
し
ょ
う
。
自
身
の
就
職
活
動
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
子
の
親
の
会
社
ま
で
特
定
さ
れ
、
苦
情

の
電
話
が
殺
到
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
た
と
え
親
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
た
せ
な
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
が
そ
れ
を
納
得
し
て
い
な
い

場
合
、
安
価
で
簡
単
に
中
古
ス
マ
ホ
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
現

状
を
大
人
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
、
と
先
生
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
食
事
中
や
子
ど
も
と

会
話
を
し
て
い
る
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

全国webカウンセリング協議会 理事長 安川　雅史 氏

「ネット依存、
　ネットいじめの現状」
「ネット依存、
　ネットいじめの現状」

〜家庭の親子での関わり方〜

を
見
て
い
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
し
、
な

ぜ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
が
必
要
な
の
か
を
子
ど
も
が
納
得
す
る

ま
で
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
講
演
の

中
で
、
親
と
子
の
会
話
を
再
現
す
る
場
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
親
の
話
し
方
や
話
の

聞
き
方
で
、
受
け
取
る
側
も
感
じ
方
が
変

わ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
北
海
道
の
父
子
家
庭
に
起

こ
っ
た
悲
劇
や
、
何
気
な
い
意
地
悪
、
さ

ら
に
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
よ
る
無
視
な
ど

に
よ
っ
て
傷
つ
き
自
殺
を
図
っ
た
少
女
の

話
な
ど
様
々
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
子

ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な

い
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
が
「
自
分
が
さ

れ
て
嫌
な
こ
と
は
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」

「
身
近
に
い
て
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
る

人
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
教
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の

話
を
広
め
る
こ
と
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
、
学
校
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
自

覚
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン

も
送
信
す
る
前
に
一
度
読
み
返
す
。
返
信

が
な
く
て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
。
一
度
流

し
た
情
報
を
削
除
す
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
（
西
永
）

4

コンクールの入選者が表彰されましたコンクールの入選者が表彰されました

5

桶川市青少年健全育成市民大会

青少年育成功労賞、作文・ポスター青少年育成功労賞、作文・ポスター 市民大会にて講演会が行われました市民大会にて講演会が行われました

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

桶
川
東
小
学
校
六
年

　佐
久
間
姫
花

自
分
よ
り
人
の
た
め
に

加
納
小
学
校
五
年

　
野
さ
く
ら

わ
た
し
の
周
り
の
友
達

加
納
小
学
校
四
年

　小
坂

　鞠
亜

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
行
う

桶
川
中
学
校
一
年

　西
田

　実
里

私
た
ち
の
主
張

加
納
中
学
校
二
年

　内
山

　愛
華

二
年
生
に
な
っ
て
意
識
し
て
い
く
こ
と

桶
川
西
中
学
校
二
年

　菊
池

　美
凪

優 

良 

賞

X

X

X

X

講  評

ポスターコンクール

　作文は、未来の自分や社会について、様々な角度からしっか
りと見つめている内容がとてもよく書かれていました。どの作
品もはっとさせられたり、頼もしく思ったりと、感じることの多
いものでした。
　ポスターは、家族の良さや、その温かさなどを感じた瞬間が、
素晴しい工夫を凝らして表現されており、その発想にとても
感心しました。
　皆様の考えや思いは、みずみずしい感性によってしっかりと
文章や絵で表され、沢山の人たちに伝わりました。（呈）

優 秀 賞 作 品 U U
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子
ど
も
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　市民大会当日の市民会議表
彰では、「青少年育成功労
賞」として、青少年の育成に
顕著な功績のあった個人や団
体の皆様を表彰しました。　
また、市内小・中学校の児
童・生徒が夏休みに取り組ん
だ「私たちの主張」作文コン
クールでは613点、「家庭の
日」ポスターコンクールでは
219点の応募がありました。
それぞれ優秀賞６点、優良賞
６点の入賞者の表彰も行いま
した。表彰された皆様や作品
を紹介します。（敬称略）

●
個
人
の
部
　
　
　
　
　

桶
川
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
笠
原
一
隆

（
社
）桶
川
青
年
会
議
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　高
橋

　忠
史

鴻
巣
地
区
保
護
司
会
桶
川
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　塩
澤

　紀
子

桶
川
地
区
更
生
保
護
女
性
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　柿
沼
ゆ
き
子

桶
川
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　笹
倉

　玲
子

桶
川
合
気
道
連
盟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　姫
野

　忠
正

桶
川
レ
ッ
ド
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　水
野

　彰
二

桶
川
カ
ー
デ
ィ
ナ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　西
鷹

　雅
則

桶
川
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
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　岩
田

　真
澄

桶
川
東
J
V
C

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　元
場

　博
之

桶
川
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岡
本

　洋
子

桶
川
レ
グ
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
川

　善
則

桶
川
北
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
野

　
　創

●
団
体
の
部

桶
川
市
体
育
協
会
川
田
谷
支
部
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青少年育成功労賞表彰 「私たちの主張」作文コンクール入選者

　家
族
み
ん
な
で
お
夕
飯

日
出
谷
小
学
校
四
年

　矢
澤

　史
哉

わ
た
し
の
家
族

桶
川
西
小
学
校
六
年

　門
崎

　悠
希

浴
衣
で
お
祭
り桶

川
小
学
校
六
年

　水
野

　寧
々

家
族
旅
行

桶
川
中
学
校
二
年

　久
保

　彩
美

笑
顔
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

大
切
な
家
族桶

川
西
中
学
校
三
年

　深
谷

　晏
里

家
族
で
ぶ
ど
う
狩
り

桶
川
小
学
校
六
年

　倉
持

　
　結

思
い
出
に
残
っ
た
夏
休
み

桶
川
小
学
校
六
年

　野
田

　紗
永

家
族
で
動
物
園

桶
川
小
学
校
六
年

　平
原

　愛
菜

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事

桶
川
東
中
学
校
一
年

　吉
田

　陽
菜

野
原
の
中
の
仲
良
し
家
族

桶
川
西
中
学
校
一
年

　関

　奈
那
海

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

桶
川
東
中
学
校
三
年

　小
川
さ
ら
紗

優 

秀 

賞

優 

良 

賞

　
十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
、
青
少
年
育
成

埼
玉
県
民
会
議
発
足
五
十
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
お
い
て
、
平
成
二

十
八
年
度
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
表
彰

が
行
わ
れ
、
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
が
団
体
と
し
て
青
少
年
育
成
功
労
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
よ
り
表
彰

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
よ
り
表
彰

「
家
族
旅
行
」

桶
川
中
学
校
二
年

　久
保

　彩
美

「
家
族
み
ん
な
で
お
夕
飯
」

日
出
谷
小
学
校
四
年

　矢
澤

　史
哉

「
笑
顔
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

「
わ
た
し
の
家
族
」

桶
川
西
小
学
校
六
年

　門
崎

　悠
希

「
浴
衣
で
お
祭
り
」

桶
川
小
学
校
六
年

　水
野

　寧
々

「大切な家族」
桶川西中学校三年　深谷　晏里

hhhhhhhhhhh

hhhhhhhhhhh

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）、
桶

川
東
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
十

九
回
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
大
会
で
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
を

目
的
と
し
た
様
々
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
に
続
き
、
第
一
部
「
ネ
ッ
ト
依
存
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
現
状
」
〜
家
庭
の
親
子
で

の
関
わ
り
方
〜
と
題
し
て
、
全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
の
安
川
雅
史
理
事
長

よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
青
少
年
育
成
功
労
賞
」
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
真
摯
に
書
き
上
げ
た
「
私
た

ち
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
「
家
庭

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
の
後
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
の
朗
読
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
（
三
村
）

第
二
十
九
回

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

「家庭の日」ポスターコンクール入選者

　差
別
の
な
い
み
ん
な
仲
良
し
な
世
の
中
へ

加
納
小
学
校
六
年

　栗
原
美
百
合

な
ぜ
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

桶
川
小
学
校
六
年

　山
口

　心
海

未
来
の
町
が
豊
か
に
な
る
に
は

桶
川
東
小
学
校
五
年

　星

　
　漣
音

未
来
に
つ
な
げ
る

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

日
常
の
中
に
あ
る
大
切
な
も
の

加
納
中
学
校
三
年

　石
岡

　実
穂

今
の
私
は
。桶

川
中
学
校
二
年

　畠
山

　莉
子

優 

秀 

賞
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現
代
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
と
と

も
に
ネ
ッ
ト
依
存
・
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど

が
問
題
視
さ
れ
、
ト
ラ
ブ
ル
も
急
増
し
て

い
ま
す
。

　
講
師
の
安
川
雅
史
先
生
は
全
国
ｗ
ｅ
ｂ

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
理
事
長
と
し
て

ネ
ッ
ト
い
じ
め
・
い
じ
め
・
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
ず
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
の

は
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
さ

れ
た
動
画
で
し
た
。
あ
る
大
学
生
が
サ
ー

ク
ル
仲
間
と
悪
ふ
ざ
け
を
し
て
ア
ッ
プ
し

た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
れ
が
後
に
大

変
な
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
だ
れ
が
予
想

で
き
た
で
し
ょ
う
。
自
身
の
就
職
活
動
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
子
の
親
の
会
社
ま
で
特
定
さ
れ
、
苦
情

の
電
話
が
殺
到
し
た
と
い
う
の
で
す
。

　
ま
た
、
た
と
え
親
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
持
た
せ
な
い
、
と
い
う
考
え
で
あ
っ
て

も
、
子
ど
も
が
そ
れ
を
納
得
し
て
い
な
い

場
合
、
安
価
で
簡
単
に
中
古
ス
マ
ホ
を
手

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
現

状
を
大
人
が
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
け
な

い
、
と
先
生
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
こ
と
で
す
が
食
事
中
や
子
ど
も
と

会
話
を
し
て
い
る
時
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

全国webカウンセリング協議会 理事長 安川　雅史 氏

「ネット依存、
　ネットいじめの現状」
「ネット依存、
　ネットいじめの現状」

〜家庭の親子での関わり方〜

を
見
て
い
る
よ
う
で
は
い
け
な
い
し
、
な

ぜ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
が
必
要
な
の
か
を
子
ど
も
が
納
得
す
る

ま
で
伝
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
講
演
の

中
で
、
親
と
子
の
会
話
を
再
現
す
る
場
面

が
あ
り
ま
し
た
が
、
親
の
話
し
方
や
話
の

聞
き
方
で
、
受
け
取
る
側
も
感
じ
方
が
変

わ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
北
海
道
の
父
子
家
庭
に
起

こ
っ
た
悲
劇
や
、
何
気
な
い
意
地
悪
、
さ

ら
に
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
よ
る
無
視
な
ど

に
よ
っ
て
傷
つ
き
自
殺
を
図
っ
た
少
女
の

話
な
ど
様
々
な
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
切
な
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
、
子

ど
も
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
さ
せ
な

い
た
め
に
、
私
た
ち
大
人
が
「
自
分
が
さ

れ
て
嫌
な
こ
と
は
人
に
し
て
は
い
け
な
い
」

「
身
近
に
い
て
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
る

人
を
大
切
に
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
教
え

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の

話
を
広
め
る
こ
と
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

に
、
学
校
の
看
板
を
背
負
っ
て
い
る
と
自

覚
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
メ
ー
ル
や
ラ
イ
ン

も
送
信
す
る
前
に
一
度
読
み
返
す
。
返
信

が
な
く
て
も
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
。
一
度
流

し
た
情
報
を
削
除
す
る
こ
と
は
大
変
難
し

い
こ
と
な
の
で
す
か
ら
。
（
西
永
）

4

コンクールの入選者が表彰されましたコンクールの入選者が表彰されました

5

桶川市青少年健全育成市民大会

青少年育成功労賞、作文・ポスター青少年育成功労賞、作文・ポスター 市民大会にて講演会が行われました市民大会にて講演会が行われました

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ

桶
川
東
小
学
校
六
年

　佐
久
間
姫
花

自
分
よ
り
人
の
た
め
に

加
納
小
学
校
五
年

　
野
さ
く
ら

わ
た
し
の
周
り
の
友
達

加
納
小
学
校
四
年

　小
坂

　鞠
亜

当
た
り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
に
行
う

桶
川
中
学
校
一
年

　西
田

　実
里

私
た
ち
の
主
張

加
納
中
学
校
二
年

　内
山

　愛
華

二
年
生
に
な
っ
て
意
識
し
て
い
く
こ
と

桶
川
西
中
学
校
二
年

　菊
池

　美
凪

優 

良 

賞

X

X

X

X

講  評

ポスターコンクール

　作文は、未来の自分や社会について、様々な角度からしっか
りと見つめている内容がとてもよく書かれていました。どの作
品もはっとさせられたり、頼もしく思ったりと、感じることの多
いものでした。
　ポスターは、家族の良さや、その温かさなどを感じた瞬間が、
素晴しい工夫を凝らして表現されており、その発想にとても
感心しました。
　皆様の考えや思いは、みずみずしい感性によってしっかりと
文章や絵で表され、沢山の人たちに伝わりました。（呈）
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子
ど
も
と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　市民大会当日の市民会議表
彰では、「青少年育成功労
賞」として、青少年の育成に
顕著な功績のあった個人や団
体の皆様を表彰しました。　
また、市内小・中学校の児
童・生徒が夏休みに取り組ん
だ「私たちの主張」作文コン
クールでは613点、「家庭の
日」ポスターコンクールでは
219点の応募がありました。
それぞれ優秀賞６点、優良賞
６点の入賞者の表彰も行いま
した。表彰された皆様や作品
を紹介します。（敬称略）
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青少年育成功労賞表彰 「私たちの主張」作文コンクール入選者
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み
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で
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夕
飯

日
出
谷
小
学
校
四
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澤

　史
哉

わ
た
し
の
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桶
川
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学
校
六
年
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崎
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希
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衣
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お
祭
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小
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六
年
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野
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行
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中
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年
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保
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り
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さ
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十
一
月
二
十
一
日
（
月
）
、
青
少
年
育
成

埼
玉
県
民
会
議
発
足
五
十
周
年
記
念
式
典
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
お
い
て
、
平
成
二

十
八
年
度
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
表
彰

が
行
わ
れ
、
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民

会
議
が
団
体
と
し
て
青
少
年
育
成
功
労
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
よ
り
表
彰

青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
よ
り
表
彰

「
家
族
旅
行
」

桶
川
中
学
校
二
年

　久
保

　彩
美

「
家
族
み
ん
な
で
お
夕
飯
」

日
出
谷
小
学
校
四
年

　矢
澤

　史
哉

「
笑
顔
で
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

「
わ
た
し
の
家
族
」

桶
川
西
小
学
校
六
年

　門
崎

　悠
希

「
浴
衣
で
お
祭
り
」

桶
川
小
学
校
六
年

　水
野

　寧
々

「大切な家族」
桶川西中学校三年　深谷　晏里
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
十
九
日（
土
）、
桶

川
東
公
民
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
二
十

九
回
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
民
大
会
で
は
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
が

一
体
と
な
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
推
進
を

目
的
と
し
た
様
々
な
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
に
続
き
、
第
一
部
「
ネ
ッ
ト
依
存
、

ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
現
状
」
〜
家
庭
の
親
子
で

の
関
わ
り
方
〜
と
題
し
て
、
全
国
ｗ
ｅ
ｂ
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
協
議
会
の
安
川
雅
史
理
事
長

よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
「
青
少
年
育
成
功
労
賞
」
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
市
内
の

小
・
中
学
生
が
真
摯
に
書
き
上
げ
た
「
私
た

ち
の
主
張
」
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
及
び
「
家
庭

の
日
」
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
の
後
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
の
朗
読
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
（
三
村
）

第
二
十
九
回

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

「家庭の日」ポスターコンクール入選者

　差
別
の
な
い
み
ん
な
仲
良
し
な
世
の
中
へ

加
納
小
学
校
六
年

　栗
原
美
百
合

な
ぜ
勉
強
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か

桶
川
小
学
校
六
年

　山
口

　心
海

未
来
の
町
が
豊
か
に
な
る
に
は

桶
川
東
小
学
校
五
年

　星

　
　漣
音

未
来
に
つ
な
げ
る

桶
川
中
学
校
三
年

　野
口

　莉
花

日
常
の
中
に
あ
る
大
切
な
も
の

加
納
中
学
校
三
年

　石
岡

　実
穂

今
の
私
は
。桶

川
中
学
校
二
年

　畠
山

　莉
子

優 

秀 

賞
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★
何
事
も
当
た
り
前
に
な
っ
た
心
の
底
か

ら
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
「
あ
り
が
と
う
」

の
感
謝
の
一
言
こ
そ
平
和
へ
の
声
に
聞
こ

え
る
（
渋
谷
）

★
誠
実―

ま
じ
め
で
、
真
心
が
あ
る
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
誠
実
で
あ
り
た

い
と
思
う
。
（
小
髙
）

★
一
緒
に
遊
ん
で
「
楽
し
い
ね
ー
」
、
一

緒
に
食
べ
て
「
お
い
し
い
ね
ー
」
、
経
験

す
る
こ
と
で
一
つ
ひ
と
つ
が
自
分
の
も
の

に
な
り
、
人
生
が
よ
り
豊
か
に
な
る
。

（
西
永
）

★
第
四
十
号
？
記
念
号
？
少
し
焦
り
ま
し

た
。
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
大
幅
な
変
更

は
な
し
。
今
回
も
編
集
委
員
の
熱
意
の
こ

も
っ
た
広
報
誌
。
多
く
の
方
に
見
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
（
松
村
）

★
何
度
「
や
め
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、

部
屋
の
中
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
兄

弟
。
ま
た
今
日
も
。
叱
っ
た
瞬
間
三
人
揃

っ
て
ド
ヤ
顔
（
笑
）
そ
ん
な
息
子
達
の
フ

ァ
ン
一
号
で
す
。
（
小
杉
）

★
先
日
、
大
学
生
の
息
子
と
二
人
で
飲
み

に
行
っ
た
。
振
り
返
れ
ば
、
子
育
て
の
期

間
は
ほ
ん
の
僅
か
。
今
、
こ
の
時
を
幸
せ

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
幸
せ
。
（
三
村
）

★
小
三
の
息
子
に
玉
ね
ぎ
を
買
っ
て
き
て

と
頼
ん
だ
ら
、
産
地
に
悩
み
な
が
ら
も
、

考
え
て
買
っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。
成
長

の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
、
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
（
森
下
）

★
今
の
私
の
周
り
に
は
、
子
ど
も
が
い
な

か
っ
た
ら
出
会
う
こ
と
の
な
い
人
た
ち
ば

か
り
。
日
々
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
は
、
私

を
支
え
て
く
れ
る
子
ど
も
た
ち
が
い
る
か

ら
だ
と
、
最
近
強
く
思
い
ま
す
。（
対
馬
）

★
小
学
生
の
息
子
は
甘
え
盛
り
で
す
が
、

中
学
生
の
娘
は
も
う
手
も
繋
い
で
く
れ
ま

せ
ん
。
成
長
を
喜
び
つ
つ
も
少
し
寂
し
さ

を
感
じ
て
し
ま
う
。
親
と
は
勝
手
な
も
の

で
す
ね
。
（
呈
）

　
子
ど
も
た
ち
が
次
代
を
担
う
も
の
と
し

て
の
誇
り
と
自
覚
を
持
ち
、
心
身
と
も
に

健
全
に
成
長
し
て
い
く
。
子
ど
も
た
ち
を

一
人
前
に
育
て
上
げ
る
こ
と
は
、
大
人
た

ち
の
責
務
で
す
。

　
桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
で

は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
三
者
が
一
体

と
な
り
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。

　
高
度
に
情
報
化
さ
れ
た
現
代
社
会
に
お

い
て
、「
情
報
の
氾
濫
・
共
有
化
」、「
人
と

の
直
接
的
な
係
わ
り
の
希
薄
化
」
な
ど
、

私
た
ち
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
よ
い
環
境
の
中
で
、
正

し
い
知
識
を
持
っ
て
成
長
し
て
い
け
る
よ

う
、
私
た
ち
大
人
が
深
い
愛
情
を
持
っ
て

接
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
多
く

の
皆
様
の
係
わ
り
の
上
に
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
未
来
が
あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

（
松
村
）
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ひ
ま
わ
り
の

つ
ぶ
や
き

ひ
ま
わ
り
の

つ
ぶ
や
き

　
十
月
八
日（
土
）、
小
雨
の
降
る
中
、
加

納
地
区
の
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
四
十
六
名
の
参
加
者
が
、
今

年
度
は
加
納
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
＆
ゴ
ー

ル
に
、
四
つ
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
巡
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ

た
氷
川
諏
訪
神

社
で
は
、
小
針

領
家
獅
子
舞
保

存
会
の
ご
協
力

に
よ
り
、
四
百
年
続
く
小
針
領
家
さ
さ
ら

獅
子
舞
で
使
用
す
る
獅
子
や
太
鼓
な
ど
の

道
具
を
展
示
、
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
地

域
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
写
真
撮
影
を
し
ま

し
た
。

　
そ
し
て
舎
人
公
園
、
赤
堀
川
沿
い
を
歩

き
五
町
台
集
会
所
、
後
谷
調
整
池
、
わ
ん

ぱ
く
村
を
巡
り
ま
し
た
。
大
き
な
コ
イ
が

沢
山
い
た
赤
堀
川
、
日
本
の
技
術
力
の
高

さ
を
感
じ
た
新
幹
線
と
圏
央
道
の
立
体
交

差
、
四
百
世
帯
分
も
の
消
費
電
力
を
発
電

し
て
い
る
後
谷
調
整
池
の
太
陽
光
発
電
施

設
ソ
ー
ラ
ー
オ
ン
ザ
ウ
ォ
ー
タ
ー
桶
川
。

楽
し
い
「
驚
き
」
と
「
発
見
」
が
あ
り
、

子
ど
も
だ
け
で
な
く
大
人
も
大
満
足
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。（
森
下
）

　
十
月
二
十
二
日（
土
）
、
川
田
谷
地
区
の

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
は
百
十
四
名
の
参
加

者
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
九
時
過
ぎ
に
農
業
セ
ン
タ
ー
を
ス

タ
ー
ト
し
、
最
初
の
岡
村
会
館
で
は
、
オ

ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写
真
撮
影
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
諏
訪
神
社
、
市
場
集
会
所
、
普

門
寺
を
周
り
ま
し
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
は
、
ス
タ
ン
プ
を
集
め
、
ク
イ
ズ
ポ

イ
ン
ト
で
は
ヒ
ン
ト
を
元
に
答
え
を
探
し

ま
し
た
。
最
後
の
ル
ー
エ
ハ
イ
ム
で
は
、

ク
イ
ズ
の
答
え
合
わ
せ
を
し
て
も
ら
い
、

ゴ
ー
ル
の
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
は
あ
い

に
く
の
曇
り
空
で
し
た
が
、
の
ど
か
な
景

色
と
、
ゴ
ー
ル
で
待
っ
て
い
る
豚
汁
を
楽

し
み
に
、
歩
を
進
め
ま
し
た
。

　
途
中
で
撮
っ
た
オ
ケ
ち
ゃ
ん
と
の
写
真

は
、
ゴ
ー
ル
ま
で
の
間
に
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加

工
を
し
、
子
ど
も
た
ち
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。（
対
馬
）

　
加
納
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
方
々
、
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議

会
の
方
々
、
青
少

年
相
談
員
さ
ん
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
さ
ん
、
地
域
の

皆
様
、
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

☻
加
納
地
区
☻

☻
川
田
谷
地
区
☻
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五
月
十
四
日（
土
）、
桶
川
東
公
民
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
十
八
年
度
桶

川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
議
事
の
前
に
は
、
『
青
少
年
の
ネ

ッ
ト
利
用
の
問
題
点
』
〜
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
利
用
を
中
心
に
〜
と
題
し
て
、
埼
玉

県
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
永
原
敏
明
さ
ん

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
中
で
は
、
子
ど
も
を
加
害
者
・

被
害
者
に
し
な
い
た
め
、
親
も
子
ど
も
も

大
変
危
険
な
物
を
使
っ
て
い
る
の
だ
と
い

う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
と
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。
（
小
髙
）

　
五
月
八
日（
日
）、
晴
れ
渡
る
青
空
の

も
と
、
駅
西
口
公
園
、
桶
川
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
二
〇
一
六
お
け
が
わ
春

の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が
華
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
共
に
生
き
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ

の
お
祭
り
の
趣
旨
と
、
昨
年
に
引
き
続

き
「
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
　
が
ん

ば
ろ
う
日
本
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
実
施
し
ま
し
た
。
加
え
て
、
開
催
直

前
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
被
災
地
に

向
け
て
、
災
害
義
援
金
の
募
金
箱
を
全

六
十
三
団
体
の
皆
様
に
設
置
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
来
場
者
数
一
万
七
千
人
。

今
年
も
事
故
な
く
大
盛
況
の
う
ち
に
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
渋
谷
）

　
青
少
年
相
談
員
主
催
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

が
八
月
十
三
日（
土
）、
十
四
日（
日
）の
一
泊

二
日
で
秩
父
市
の
橋
立
川
キ
ャ
ン
プ
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
日
目
は
キ
ャ
ン
プ
場
で
、
班
ご
と
に
夕

食
の
カ
レ
ー
＆
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
の
食
材
争

奪
戦
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川
遊
び
や

火
お
こ
し
教
室
、
夜
は
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ

ー
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夕
食
作

り
で
は
、
手
に
入
れ
た
食
材
を
使
い
、
各
班

で
協
力
し
て
特
徴
あ
る
美
味
し
い
カ
レ
ー
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
朝
食
＆
昼
食
作
り
に
始
ま
り
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
出
て
、
長
瀞
駅
に
向
か
い
、

宝
登
山
に
登
り
ま
し
た
。

　
二
日
間
の
様
々
な
体
験
を
通
じ
て
児
童
は

た
く
ま
し
く
成
長
し
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　思い出 いっぱいだね♪　思い出 いっぱいだね♪

市民まつり非行防止キャンペーン
親子ふれあいウォーク

（川田谷）
親子ふれあ

いウォーク

（加納）

市民大会表彰式 サマーキャン
プ

2016おけがわ春のふれあいフェスタサ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
in
秩
父

桶
川
市
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
総
会

非行防止街頭キャンペーン非行防止街頭キャンペーン

市民まつり
非行防止キャンペーン
市民まつり
非行防止キャンペーン

　７月７日（木）、午後６時から桶川駅周辺で、
非行防止街頭キャンペーンが行われました。夕
方のさわやかな風が吹く中、たくさんの構成団
体が集まり、皆様にリーフレットなどの配布と
ともに非行防止を呼びかけました。

　11月３日（木）、快晴に恵まれた秋空の下、市
民まつりが開催されました。当市民会議構成団
体及び関係者の方々によって、桶川小学校・中
山道にて風船やリーフレットを配布しながら、青
少年非行防止の大切さを訴えました。（小杉）
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